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いよいよ明日、９年間の義務教育を終え、卒業式を迎えます。保護者の皆様、お子様の

ご卒業、誠におめでとうございます。「光陰矢の如し」Time flies like an arrow.とよ

く言われますが、今思うと本当にあっという間の３年間だったような気がします。保護者

の皆様におかれましては、この義務教育９年間、本当に足早に過ぎ去ってしまったことと

お察しいたします。３月に入り、これまでの生徒の歩みを思い出すとな寂しい毎日でした。

この３年間、生徒が輝いた日々・・・

何もわからないまま校門をくぐった入学式。どの部活動に入部しようか迷った部活動。

何をしていいのかさっぱりわからなかった専門委員会。味はともかく、みんなで協力して

調理した芋煮会。「先輩，先輩」と３年生の姿を追いかけていた１年生。

後輩ができ、ちょっと大人っぽくなった２年生。牛タンを合い言葉に仙台へ。３年生と

力を合わせて挑んだ中体連。３年生からバトンを受け、四苦八苦しながらの生徒会本部・

専門委員会。（生徒会企画のイルミネーションきれいでしたね！）

そして、蓬中の看板を背負った３年生。待ちに待った修学旅行。外国人観光客に珍しが

られたディズニーでのかぶり物（なぜか全員が。。。）、完全燃焼した中体連。暑さと戦っ

た夏休みの合唱、英弁、駅伝。学力向上を目指したチャレンジルーム・タイム。夏休みか

ら始めた総合学習。電話もできなかった１年生が、自主的にアポを取り、取材活動へ。２

年連続県大会入賞の県駅伝。リーダーとして先頭に立ち活躍した学校祭。「平田村を考え

る」こんな真剣な３年生にびっくり。３学年保護者の温かかったけんちんうどん。学年行

事での合格祈願と餅つき。みんなでついた餅でおなかいっぱい。そして、笑ったり、泣い

たり、喜んだり、ケンカしたりの毎日の生活。進路決定に向けての三者相談、受験。そし

て、今。。。

３年間であなたの『Treasure・宝』を見つけることができましたか？きっとそれは一

生大事な物になるはずです。

よく中学時代、高校時代は自分さがしの旅のようなものと言われます。これからも続く

自分さがしの旅においては、『ツーリストからトラベラーになろう。』ということです。

ツーリストは、ただ言われるままにしか行動しない団体旅行客です。そしてトラベラー

は自分の思いや希望、そして、夢を持って旅している旅人のことを言います。この卒業に

あたり、みんなの前途は、希望に満ちあふれ、洋々たるものがあります。しかしその希望

も、悩みや困難を克服するための努力や自立心によって実現可能となります。この機会に

みんなには是非トラベラーになってほしいと思います。トラベラーに必要な自立心とは、

１．我慢ができる。 ２．人の話が聞ける。

３．時間が守れる。 ４．他人に迷惑をかけない。

これらのことを心がければ、自分の夢を実現できる素晴らしいトラベラーになれると思いま

す。トラベラーとは、自分にとっての宝さがしです。その宝を生かす旅人でもあります。

【矢吹尚之先生】

卒業おめでとうございます。中学校での生活はどうでしたか。いろいろな思い出ができた

と思います。中学校最後の１年間を一緒に活動することができ、楽しい時間を過ごすことが

できました。これからは自分で選択・判断し進むことの連続です。自分を信じ、周りと協力

しながら前進していってください。

【大友和洋先生】

ご卒業おめでとうございます。これ

から数十年かけて、みんなはたくさん

の「喜怒哀楽」を経験すると思います。

楽しいこと、喜ばしいことばかり起こ

ってほしいと思いますが、悲しいこと、

辛いことがあっても、「明けない夜は

ない。やまない雨はない。」と思って、

どこまでも歩んでいってください。２

年間ありがとう。

【佐藤康子先生】

卒業おめでとうございます。３年間

とても楽しく過ごさせていただきまし

た。４月から高校生になる皆さん、高校で頑張りたいことを決めて、３年間やり通してほし

いと思います。中学校とは違った楽しみや苦しみがあることでしょう。それを乗り越えてこ

そ、達成感が湧いてくるはずです。皆さんのご活躍をお祈りしています。

【菊地隆幸先生】

卒業おめでとうございます。蓬中で過ごした３年間はいかがだったでしょうか。色々なこ

と（予想もつかないことなどなど）があり、本当に充実していて楽しかったです。今日まで

多くの方々に支えられ、愛されてきたことを胸に刻み、これからも、感謝の気持ちを忘れず

に前へ突き進んでいってください。

保 護 者 の 皆 様 へ
ついに『学年だより・Treasure』の終刊の時がきてしまいました。

学年だよりも５１号となり、偶然にも私が尊敬しているイチローの背番号と同じ号

数となりました。イチローも４０歳を超え、新天地で勝負を挑もうとしています。

３年生も新たな挑戦が始まります。活躍を願っております。

生徒たちは、「明るく･楽しく・元気よく」取り組むことができました。本当に充

実した３年間でした。これも、ひとえに保護者の皆様のご支援・ご協力の賜と感謝

申し上げます。最後に、生徒３９名のさらなる活躍と保護者の皆様のご健康とご発

展を心よりお祈り致しましてお別れの言葉といたします。

お世話になりました。 ３学年スタッフ一同


